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マッチョで時代遅れな「男らしさ」は、
もう通用しない。男性が変われば、世
界はより良い場所にできるはず。自ら
も「男性性」の被害者であると語る筆
者が、「男らしさ」の鎧を脱ぎ捨て、しな
やかに生きる術を探る。

著者が40年間にわたって書いたり発
言したものから、今を生きる女性たち
に役に立つ言葉を厳選し、人生・仕事・
恋愛／結婚・家族・ひとり・老後・女・未
来という8テーマから140の文章を集
めた初の語録集。

世間を騒がせる「炎上CM」の多くは、
ジェンダーへの無理解から生じたもの
だった‐近年問題となった企業のCM
や自治体のPR動画をもとに、炎上する
CMの構造について考察する。東大人
気ナンバーワン、「ジェンダー論」待望
の番外編。

活動報告

お知らせ

推進室の蔵書案内

九州大学で活躍する女性研究者

男性教職員の両立・育児体験記

コロナで一斉休校、困るのは「ママ」？
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男らしさの終焉
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炎上CMでよみとく
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推進室の蔵書案内

男女共同参画推進室 ベビーシッター利用支援妊娠中の方、子育て中の方へ

お知らせ

「ベビーシッター派遣事業割引券」
利用について

　本学の教職員の仕事と子育ての両立を支援するため、「ベビーシ
ッター派遣事業割引券」を発行して、利用料金の一部を助成してい
ます。今年度は特例措置で休校等で利用の場合は1日対象児童１名
につき5枚まで利用可能となっています。利用希望者は、男女共同
参画推進室へ申請してください。
利用条件等の詳細は下記ウェブサイトをご確認ください。

男女共同参画推進室が
「伊藤ルーム」と命名されました
本学へ多大なご尽力とご寄附をいただいた伊藤早苗元理事に感
謝の意を表するため、中央図書館２階の男女共同参画推進室を「伊
藤ルーム」と名付
け、銘板が設置さ
れました。また同
氏の功績を紹介
したパネルを当室
に展示しています。
銘板と合わせて
是非ご覧下さい。

出産・育児、介護に関する
ハンドブックを配布しています

　本学の教職員が妊娠・出産などのライフイベントを迎えたり、介
護について考える際のご参考用に大学の休暇・休業制度などを中心
にまとめたハンドブックを作成しています。日本語版・英語版をそれ
ぞれ用意していますので、必要な方は男女共同参画推進室までご連
絡ください。

ロールモデルの紹介
男女共同参画推進室のウェブサイトでは、本学で活躍する女性研
究者を中心に紹介したページを作成しています。これからキャリア
を積んでいく方々の、将来のビジョンを考える上で参考になることを
期待しています。
詳細は下記ウェブサイトをご確認ください。

最新情報はこちら！

▶ 男女共同参画推進室
danjyo.kyushu-u.ac.jp

▶ ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ
danjyo.kyushu-u.ac.jp/diversity/index.php

FAX : 092-802-2038
TEL : 092-802-2034〒819‐0395 福岡市西区元岡744

九州大学伊都キャンパス 中央図書館2F
http://danjyo.kyushu-u.ac.jp/
E-mail:office@danjyo.kyushu-u.ac.jp

男女共同参画推進室 ロールモデル紹介
学部生・大学院生の皆さんへ
高校生の皆さんへ

第6回は森林環境政策の合意形成に向けた科研費プロジェクトを推進中の佐藤宣子氏です。

新型コロナウイルス感染防止対策のため、今回はインタビューではなくエッセイとしております。

九州大学大学院農学研究科博士課程修了、

大分県きのこ研究指導センター研究員を

経て、九州大学農学部助手、同農学研究

院助教授を経て2007年に九州大学大学

院農学研究院教授に就任。2017年から農

学部附属演習林長を兼務。NPO法人九州

森林ネットワーク理事長も務める。

略歴

　私は農学部出身ですので、大学入試は

理系で受験しました。農学部に入学後、学

部2年後期の学科配属の際、山登りが好

きで、林学科（現、地球森林科学コース）

を選択しました。林学科は森林と林業の

技術者や研究者を育てるために、授業で

は理系科目と経済学や法学などの文系科

目がありました。授業を受けるうちに文系

の方が向いているのではないかと思い始

め、3年後期の研究室配属時に学科内で

唯一の文系研究室である林政学研究室

（現、森林政策学研究分野）を選択し、文

系へ転向しました。そのため、社会科学研

究者ではありますが、測量士補資格と林

業改良普及員免許を有しています。

　研究者になろうと思ったのは、修士論

文作成のために訪れた熊本県産山村で出

会った区長さんの話がとても面白く、現地

に行ってインタビューをするフィールド調

査に魅了されたことです。研究の内容は、

森林と地域社会との関係性を調べて、制

度的な課題を考察することです。「得意な

ことは？」と問われたら、山道運転と住宅

地図をみて（当時、ナビはなく…）目的地

に到着できることです、と答えます。

　林学研究は私が研究者になった当時、

完全な男性社会であり、学会でもフィール

ド調査地でも女性というだけで珍しがら

れました。その分、注目されるわけで、膨

らんだ注目に見合った成果が要求されま

す。失速しないためには、好きなフィール

ド調査を徹底して行うことしかないと九

州の山村集落に「出没」し、時には子連れ

でフィールドデータを収集しました。博士

課程修了後、４年間、大分県職員となって

現場に近いところでフィールド調査に没

頭できたことも調査スキルを上げること

に役立ちました。また、地域の方々との関

係を大切にする作法もその時学びました。

30年以上お付き合いしている集落や林

業者の方も多くあり、今も携帯電話や

SNSでつながっています。

　また、理系の中での社会科学研究者と

いう立場は、理系の中でも、文系の中でも

異端といえますが、多くの学際研究に誘っ

ていただく機会があり、近年では学際研

究を研究代表者として取り組む時には強

みになると感じています。

　文系研究者として研究の大きな目標は、

単著を出版することです。40代までは子

育てに追われ、論文は書いても、それをま

とめて単著にすることができませんでし

た。男性研究者が書籍を刊行していくの

を見ながら、鬱屈した気持ちになりました。

しかし、子育てが終わったので、50代か

ら頑張ろうと思った時、ふと気づきました。

同年代の男性研究者よりも、平均寿命が

長い分、残り時間が長いだろうことを。年

齢を逆算して考え

ると楽になった気

がします。

　なお、来年還暦

を迎える年になっ

て、今年ようやく

単著を出版するこ

とができました。

理系の中で社会科学研究
～フィールドワークの面白さに魅せられて～

フィールドを大切に、
異分野研究者との学際研究

年齢を逆算して考えると
楽になった
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